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はじめに

障害のある児童生徒の教育において一人一人の発

達や個性に目を向け，個に応じた指導を行っていく

ことは不可欠なことである.新学習指導要領1)でも

述べられているように，近年，この教育の実現のた

めに個別の指導計画に基づいた指導の重要性が各方

面から指摘され，取り組みがなされるようになった.

また，インフォームド・コンセントやアカウンタピ

リティを重視する考え方が広まり.保護者のねがい

を十分に把握し個別の指導計画に生かすことが求め

られるようになっている幻幻り引.

本校では，個に応じた指導の充実のために， 1987 

年より全校児童生徒一人一人に対し「個人カードJ
を作成し，教育実践に役立てている..r個人カード」

とは，児童生徒一人一人の実態を把握し，目標設定

から指導の経過，評価までを明確に記録するもので，

担任を中心に各学部担当教師，さらに保護者の協力

により作成され，本校における個別の指導計画をあ

らわすものである的1)

この「個人カード」は，本校の一人一人の児童生

徒の望ましい個人目標設定と効果的で適切な指導の

基盤となるものとして活用されてきたが，保護者と

のより一層の連携や指導の一貫性のために「個人カー

ドJ の見直し・改善を行った.ここでは，その研究

成果を報告する.

-附属養護学校

"技術教育

研究の課題と方法

1.研究課題

的確な実態把握や目標設定評価のための「個人カー

ドj を改善し，個に応じた指導の充実を図る.

2. 研究の方法

平成 9年度より 3年計画 8) 9) で「個人カードJ の

見直し・改善を行う.初年度は，これまで使用して

きた小学部，中学部，高等部の「個人カード」の活

用状況を点検し，課題の整理を行う.本校の新しい

教育課程の編成を踏まえ，改善の方針を示し，一部

児童生徒への試験的活用を行いながら，新しい「個

人カード」の試案を作成する.また，児童生徒の全

般的な記録などを保管する「個人ファイルJ につい

ても見直し・改善も行う. 2年目は，この新「個人

カード」を全校児童生徒で使用し，個に応じた指導

の実践を行う.最終年度は前年度の実践の結果をも

とに，さらに検討・修正を加え， r個人カードの手

引き」を作成する.

研究の経過

1. r個人カードJ r個人ファイルj の見直し・改善

(平成 9年度)

研究課題遂行にあたり小学部・中学部・高等部を

縦割りにした研究グループでこれまでの「個人カー

ドj の問題点について検討を行い，全面的な見直し

を行った.主な改善点は次のとおりである.

-個に応じた指導のより一層の充実をめざし「手だ

てJ を明記する.

-保護者や関係諸機関との連携がより促される内容

のものとする.
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-学部教育目標，連絡簿，個人ファイルとの関連を

明確にする.

・指導の継続や一貫性を図るため各学部の書式を揃

える.

・年度当初に作成し 1年間を通した系統的指導実

践を表記し，必要に応じて2学期・ 3学期は加筆・

修正を行う.

また，これと併せて児童生徒の記録を保存する

「個人ファイルJについても見直し・改善を行った.

主な改善点は次のとおりである.

「個人ファイルは児童生徒の全般的な記録を保存

し，年度を越えた担任問での引き継ぎ を確実に

行い，小・中・高の一貫した教育を行うための資

料とする.Jという目的の共通理解を図る.

・必ず保存するもの，学部や個人により必要なもの

など保存資料の分類を行う.

-分類表紙を作成し保存方法を統一する.

2.新「個人カードJを活用した実践(平成 10年度)

全校児童生徒を対象に，新「個人カードJを活用

した実践を行い小・中・高各学部及び養護教諭の視

点からの事例研究を行った.それぞれの事例をとお

して保護者や職員間，医療との連携による教育の成

果を明らかにした川.

3. r個人カードの手引きJの作成(平成 11年度)

平成10年度の実践をもとに， r個人カードJ の書

式や運用方法を一部改良した.改良点は次のとおり

である.

-毎学期ごとに作成する.

・教育課程の学部教育目標の変更に併せて「児童生

徒のようす」の項目の見出しを変更する.

・次年度への引き継ぎのための学部関連絡会を年度

末から新年度当初とする.

このような改良を踏まえ，これまでの実践に基づ

いて「個人カードの手引きJの作成を行った.

「個人カードJの内容と作成および活用の方法

ここでは，r個人カードの手引きJ9)を参考に，r個
人カード」作成における基本的な事項を以下に示す.

1. r個人カードj の構成と内容

「個人カード」は，図 l に示すように児童生徒の

実態を把握する「児童生徒のようすJ における「総

合所見J，r学部教育目標に対応した項目」と，この

項目に対応した「目標J と「手だてJ，及び「保護

者のねがいなどJ r特記. ~I 継J から構成される.

なお，評価に関しては「個人カードJ と対応させた

図2の「連絡簿J (通知表)を活用する.
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.人カード 中学飢年 ) H 年11学期怨佳{

児量生徒のようす l 保患者側-;m(いなど

〈総会所見〉

②自主的、窓側噂皮 |② |② 

d澗人調係、道溜崎眼 I~ 1Ci> 

@ 甑輔、回線腿 I@ ④ 

⑤書簡、数. I@ ⑤ 

⑥自然、社会. i憶鵬 1( 6 ) ⑥

d猫払音業‘運動 l⑦ |⑦ 

0その他

図1 個人カード

遺織.c
血合所見

指導目標

く心身の慣制崎健逮〉

手だて

〈自主的、意欲院躍度〉 〈自主的、意鎌践晦度〉

〈対人鵬係道徳的態度〉 く対人関附錦繍度〉

〈生活習慣‘日銀鍵曙〉 く生活習慣、日課提曙〉

〈寓篤.鮫量〉 〈冨穏.数量〉

〈自然栓念作業槍黛〉 〈自然社会、作業、験耳障〉

く造払音楽運動〉 く進弘音黄色運動〉・

図2 連絡簿
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(1) 児童生徒のようす

1) 総合所見

児童生徒の全体像， rこう育ってほしいj という

ねがいを示す.

2)学部教育目標に対応した各項目

本校教育課程の学部教育目標を観点とする項目ご

との児童生徒の実態を示す.各学部の目標に合わせ

るので表記に多少の違いがある.また，学部教育目

標に変更があった場合には「個人カードJの項目も

これに合わせて変更する.

(1)目標

上記の各項目に対応した目標は具体的で達成可能

なものとするが，必要に応じて将来を見通した長期

的目標を設定する.また，児童生徒の状況(目標達

成の緊急度・必要度など)によって項目を合わせた

り，絞り込んで設定する場合もある.

(3) 手だて

目標達成のための具体的な方法を示す.長期的な

目標については目標達成に必要となる積み重ねを大

切にし，当面の手だてを示す.

(4)保護者のねがいなど

家庭訪問，個別教育相談，その他の連絡や話し合

いで得られた保護者のねがい，さらに必要に応じて

医療，福祉など関係諸機関からの情報を記入する.

(5) 特記・引継

次年度への引き継ぎに役立つよう，特に注意を要

すること，未解決の課題などを具体的に分かりやす

く記入する.

(6)総合評価，目標の達成状況について

総合評価，目標の達成状況は学期ごとの連絡簿に

記入する.総合所見は，どう育っているかについて，

生活全般から記す.目標の達成状況については， 目

標に対してどのような達成状況にあるかを記入する.

生活単元学習や作業学習のような各指導形態におけ

る活動の状況など，目標達成場面のようすをできる

だけ分かりやすく具体的に記入する.

2. r個人カードj の作成

(1)作成者

担任が作成し，それを小・中・高の各学部会で検

討する.その結果を個別教育相談で保護者へ説明し，

さらに保護者のねがいや意見を取り入れる.必要に

応じて医療，福祉などの関係諸機関からの情報も記

入する.

(2)作成の手順と内容

個人カードの作成の手順と内容は次の図3に示す

とおりである.

(3) 具体的記入に当たって

ここでは，具体的記入に当たっての配慮事項を示

す.

・見やすさ，分かりやすきを考慮して，各学期分の

「個人カード」はできるだけA4 用紙 1枚に納め

る.

・前学期からの変容が良く分かるよう，必要に応じ

て朱書きやアンダーラインを書き加える.

-各項目と指導形態との対応は学部教育目標とそれ

ぞれの指導形態でめざす目標との関連から記入す

る.以下に示す項目例は中学部のものであり，各

学部の状況に合わせて記入する.

①心身の調和的発達:自立活動.

②自主的・意欲的態度:生活単元学習やチャレ

ンジ学習(総合的な学習の時間)など.

③対人関係，道徳的態度:道徳，人への関心・

協調・協力の態度.

④生活習慣，日課処理:日常生活の指導.

⑤言語・数量:国語・数学，チャレンジ学習.

⑥自然，社会，作業，職業:作業学習，社会見

学，現場実習など.

⑦造形，音楽.運動:朝の運動，マラソン，水

泳，チャレンジ学習など.

3. r個人カードJの活用

(1) 指導の一貫性

児童生徒の個別の指導計画である「個人カードJ
を作成し教育実践に役立てることは複数担任問，学

部担当者間，学習グループなど班別やチームでの指

導を一貫性のあるものにする.また，新旧担任・学

部による連絡会で「個人カードJ をもとにして新年

度への引き継ぎを行うことで，指導の継続性や一貫

性を一層確実なものとしている.

(2) 保護者との連携

「個人カードJ は，その作成の段階から家庭のよ

うす，保護者のねがいを十分に把握し，それを指導

計画に生かすことが求められる.さらに個別教育相

談において，児童生徒のようす，指導目標，手だて

を具体的に示し，保護者の了解・協力を求めるとと

もに保護者のねがいを尊重し指導に反映させていく.

「個人カードj を活用した営みは保護者との連携を

より深めるものでなければならない.

(3)指導実践

「個人カード」で示された個別の指導計画は日々

の教育活動の中で実践される.学部教育目標の項目

を観点とする指導目標や手だては，実際の学習場面

では日常生活の指導，生活単元学習，作業学習，国
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|連絡会 (4 月新年度当初[]
~ 

新担任と旧担任による引き継ぎを行う。資料として

前年度個人カード、連絡簿を使用する。

|行動観察による実態把握 (4 月[]

行動観察を行う。必要に応じて諾検査等を行う。

|家庭訪問 (4 月)| 、.
教育計画・学級運営等の説明を行う。家庭や学校で

のようすなどについて情報交換を行い、保護者のねが |行動観察・実態把;

1いを把握する。

|担任による個人カード案作成 (5 月[]

4 月までの連絡会、行動観察による実態把握、家庭
す品a・与 訪問の資料などをもとに担任が 1学期の個人カード訪

聞の資料などをもとに担任が 1学期の個人カード案を

作成する。 |関係諸機関からの情事|

期 |学部会での検討 (5 月)|

担任作成の個人カード案を小・中・高のそれぞれの

学部会で検討し共通理解、指導の一貫性を図る。

|個別教育相談(，，-， 6月)|

閉
学部会で修正した個人カードを使用して、児童生徒

のようす、指導目標、手だてについて具体的に説明。

保護者のねがいを尊重し指導計画に反映させる。

|評価、 1糊の連絡簿の作成 (7月[]

1学期の評価を連絡簿で家庭に知らせる。

[]学期の個人カード作成|

1学期の個人カード・連絡簿をもとに作成。必要に

2 応じて学部会で検討する。

AfA -|個別教育相談|

期 2学期の個人カードを使用。新たな目標・手だて等

について保護者と話し合う。

|評価、 2学期の連絡簿の作成|

2学期の評価を連絡簿で家庭に知らせる。

[]学期の個人カードの作成|

3 |個別教育相談|

学 次年度への引き継ぎ事項についても確認をする。

期 |評価、 3学期の連絡簿の作成|

3学期及び1年間の評価を家庭に知らせる。

|最終確認|

図 3 r個人カードj 作成の手順

語・算数(数学)，チャレンジ学習(総合的な学習の

時間)などの指導形態の中で具体的に実践される.

それぞれの指導形態ごとの学習計画は「個人カードj

に示された一人一人の目標達成・課題解決をめざす

ものとなる.

(4)評価

総合評価及び目標の達成状況については「個人カー

ドJ と対応させた「連絡簿J に記入する.

「個人カードj は，一人一人の児童生徒を中心に

据え，保護者と共に実態把握，目標の設定，手だて
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表 1 r個人カード」の具体的記入例

個人カード中学部 ( )年( H ( )年度 (3) 学期担任 (

児童・生徒のようす 保聾者のねがいなど

O〈配発味総自達信作の合ががあk所f持ある見て良こり〉健ずくと遊行康にぶは動面積部でこ極止のと毘が的ま慮ででるきあと、ると学.が習あ面でも興

OO が必要である。る。

-・恩伝主自春信事理わ期やのるを身手を持よ迎の当てうえに回、る体発なりよ調っの作うのに変な化っがて気きがてかいりるで。あもるう。少し言葉が

て等このほと心をし配いも。。う少(0 し0上病手院に通な院っ1て/欲月) しい。

目標 手だて

①・1)発歩手大bに2先発語行作島は文聞田がの作(1細調やがをき日訴取和やか久に不い曲すしり数安.ぶ発作に回業発定達 くり/J'音いにで発.時訴にあ作指不っ々}先ふたあ明が瞭(らり 1。震0つで/朝2身えく4.}近夕る.服.てな鬼んかん
①報て・・話告身自でを振分すきのりるる体サ聞イについて

①認・.の体主し時て朝闘に活間マ町に動に会合カ指量わト・導に帰せン配。サてり慮本イのす会人ンるをと・. 確ンを交え 使国

人以外
語用

②・.諸自自目信主標活的動をが持へほ・意ぼての欲理審な加的解い態態しと度、動度きは自主積が的止極的にま行でり動があがちる.でできあるる.が

@準はち・備、自「お活活ら別動動、れが進ので発見んき表通でる会練し.」習を持やで
②示表り・-示学す分し習分すかるかる計とらまり画なきやではをかすじ身っ自っく近分たす〈なかりるり場困ら.待所意っつた思に. 

③ 友友対だ人だ関ちちゃ係と教一、緒道師徳にと積的な極態っ度的てふにかざかけたわるり。する。

③身集のに団こつのとけ一をる員考。えとたし態て相度手を
③てるじ機まっ会わくをりり増話のやをこすとし。、を落よちく考着いえ

@振衣でなう・ 身服に貴るき生ど理舞のなる事の中回.いる調の学的。をり手節マ生身のがナ当ら整にーがでし理つやい一き整吋人姿宜る頓る勢でよち。、
@隠ーのし・・・ 翻す着食にの一注盤聾る替事つ。意町ず理え中確す整つのの認る後頓姿声をこ始掛勢のすk確や末けをる貴、認を.促やべロしす衣てこッ。確服カぼ

@ ・ひにデチピし臨らてジュャが時ータクレなるルインタ.が時ジをズ書計学キ自け習分パをる大ででズ。
⑤曹紹か中り・・-す介や絵数け基でするを学本すも日.多る時記町的く.く楽キ時間操す聞作にしドるつのめをリ。ル他練いるでて習にソ轟 日練

ま
カミ

の日課問のい

⑤・-言ひ字10語はらま書がきで・数な吋るの量a のるも。清の昔は前教読えめらるれ. 名前など身近な文
. '7"~ 1/ Yy~'M，.::r 

ン操
る。 100までの数唱

作を楽ししむ。 Jレ し分トか
がで 。 フを

⑥・・手作自先然業学が、震社習会へえ不、の器意作欲用業、的、職態細度業かがい仕見事られは難る。しい。 @できを・ 陶紐付る.工のけ班太て作でさやはる、瞭こ紐聞と作がに気でり
@こも・ 具とよを体く伝物見えてをる丁見。本寧にに示取しり組何事む

⑦・・-絵止造歌いをとや続形出まもを踊す描.っ吋巴。音ててもくり楽の走陪しじ好すがま、る好運いきるこ.動ががきと。が大ち、教でで勢室の前で歌ではう緊と張きはして良くしま声
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の工夫などを行っていく過程でできあがっていくも

のである .したがって，今現在解決したいことが具

体的に記されることになる .そこでは，児童生徒の

長所を十分とらえ，個性の伸長を図る視点から，肯

定的な人間観が基本となるが，問題状況の改善が求

められる場合には，問題状況について客観的に記す

必要もでてくる.

指導を行った結果，目標の達成状況がどうであっ

たかを目標項目ごとに振り返り，保護者(家庭 )に

伝えるものが「連絡簿J である. r連絡簿J は ， 本
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人のがんばりを改めて家族で認め合ったり，成長を

喜び、合ったりするものである.本人や家族の希望を

つなぎ，励まし，今後の指標を示すものにしたいと

考える. r個人カードJ を受けて，各目標の達成状

況や総合評価を記す際には，保護者や本人が十分に

納得でき，今後の期待と意欲を高めるものになるよ

うに心がける.表現についても，分かりやすく肯定

的で暖かい見方が伝わるように配慮する.

個人情報の公開が求められる現代にあっては，

「個人カードJ r連絡簿」のいずれにおいても，個人

の尊厳に配慮した表現を心がけることは言うまでも

ない.

(5)資料の保管

「個人カードJ r連絡簿j は「個人ファイル」の

中に保管される. r個人ファイル」は，児童生徒の

全般的な記録(学習の記録，諸検査，内申書・調査

書，家庭に関する資料，現場実習・進路，健康に

関する資料など)を保存し，年度を越えた担任問で

の引き継ぎを確実に行い，小・中・高の一貫した

教育を行うための重要な資料である.また， r個人

カードJ r連絡簿」の文書ファイルデータは，本校

コンピュータネットワークのサーバーに個人資料と

して保存する.サーバーにデータを保存することで

随時活用が一段と可能になる.いずれの資料も保

管の期間を最終学部卒業後3年間とする.なお，個

人情報の保護には十分に配慮することは不可欠であ

る.

「個人カードJ の活用の実際

ここでは本校小学部から中学部へ入学した中学部

1年生の男子生徒の1学期の実践例をとおして「個

人カードJの活用の実際を紹介する.

1.連絡会

4 月当初の学級担任の決定後，小学部 6年生当時

の担任と中学部 1年生の新担任で連絡会を行った.

連絡会では， 6年生 3学期の「個人カード」と「連

絡簿」をもとにヲ|き継ぎを行った.旧担任からは，

一人で砂遊びをしていることの多い生徒であるが，

今は何の時間であるかを分かりやすく説明すること

で，中学部の生活にも十分に対応できるだろうとい

う説明等があった.

2.行動観察，実態把握

新学期開始まもなく対象生徒の行動観察や諸検

査による実態把握を行った.

3.家庭訪問

4月中旬に家庭訪問を行った.中学部の教育計画

や学級経営等について説明するとともに，家庭での

生活のようすや本人が過度の緊張や無理をしないで

中学部の生活にうまくなじんでいってほしいという

保護者の不安と期待の両方を伺った.

4. r個人カードJの作成

連絡会，実態把握，家庭訪問等の資料を基に担任

が「個人カードJ を作成した.

5.学部会での検討

中学部の職員全員で「個人カード」の検討を行い，

具体的な指導場面における共通理解を図った.中学

部の生活の流れの理解やよりスムーズなコミュニケー

ションのための手だて，最近見られる立ち肱み等に

ついて特に話題となった.

6.個別教育相談

「個人カード」を使って，学校でのようす，指導

目標，手だてについて具体的に説明し，保護者の

了解・協力を求めるとともに，保護者からの意見や

希望を伺った.中学部の生活にうまく対応できてい

るので一安心であること 立ち肱みについては病院

で受診したが異常はなかったことなどが話題となっ

た.

7.日々の実践

保護者とは連絡帳や送迎時に，職員間では学部会

や授業の打ち合わせ等で情報交換を行いながら実践

を進めた.コミュニケーションについては，学級の

場面だけでなく担任以外の職員が担当する班別作業

学習などでも自分から表現することを大切にして取

り組んだ.陶工班の作業では，花瓶を一つ完成する

ごとに「できましたJと報告する練習をした.家庭

からも「自分から人に声を掛ける・ことが少ないので，

報告の練習は良い勉強になると思います」とのこと

であった.実際の作業を通して roo 先生できまし

たJ r( 作品に銘を入れるための)ハンコ貸して下さ

い」と自ら発言できるような変容が見られた.その

成果については「家庭でもしっかり誉めました」と

いう保護者からの報告もあり教育効果に対する評価

の確認を行った.また，立ち肱みについては，家庭

での睡眠時間，学校での運動量など活動を共にする

者全員が十分に配慮しながら対応した.

8. r連絡簿Jの作成

指導形態ごとの担当者による資料をもとに，担任

が1学期の評価として「連絡簿J を作成した.中学

部の生活をほぼ理解できるようになったこと，自分

から言葉で表現することが見られるようになってき

たことなど， 1学期の評価を「連絡簿」で家庭に知

らせた.
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{連絡簿) 中学部(1 )年 (1 学期)

総合所見 l 韓合醇価
戸部の生活の流れをほぼ理l 中学部の生活にスムーズにとけ込むことがでc o.. νι。

停できているようで、携われたl授業中はしっかりがんばって、休み時聞はソファーでくつ

殺さお持誌とみんなと一|ろb;ゐ詐取錦絵?芯議ザ f協議Jでの

友遣を気遣ったり、自分の気l報告など言葉で伝えることがうまくできるようになってき
寺ちを伝えようとすることがとlています。いろいろな場面で自発的に脂せるようになって
Pどき見られます。 I欲しいと願っています。

指噂目標 l 目標の遣成状況

〈心身の鯛和的発遣〉
・いろいろな場面で臣
ちを表現することができる。

〈自主的、意徴的態度〉
・『合宿Jや『運動会Jの諸活動に
積:的に容加できる。

-活動の見通しを持って意欲的
に取り組むことができる。

く対人関係、道徳的態度〉
・学級や学部の友進、学習グル
ープ等を理解できる。 ト中学部では学習

違います。次の学習場所をあらかじめ脱明しておくと理
.書して移動することができました.

導したり、手助けしたり、クラスの友達を気遣うよう
ー すが見られました。

〈生活習慣、目標処理>く生活習慣、目標処理〉
・食事や学習場面で正しい姿勢卜寄りかかった姿勢になりやすいので、その場で注意を促
が保てる。 I しました。声を掛けると、さっと背筋を伸ばすことがで

き、注意をすることも少なくなってきています。

-友達と協力して活動できる。

個人カードと連絡簿

たり，自ら伝えようとする姿が見られるようになっ

た.

1学期の「個人カードJ r連絡簿」をもとに. 2 

学期分の「個人カードJを作成し，個別教育相談等

で保護者との連携を図りながら，さらに実践を積み

重ねていきたい.
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9.まとめ

新しい環境での生活に不安のあった本生徒であっ

たが，中学部の生活の流れをほぼ理解し行動できる

ようになった.体調の変化やコミュニケーションの

課題についても保護者や中学部職員問で連携を取り

ながら対応してきた.その結果，元気いっぱい定つ



知的障害養護学校における個別の指導計画の改善

研究のまとめと今後の課題

これまでの「個人カードj の見直し，改善を行う

ことによって新学習指導要領に明示された個別の指

導計画に対応する新「個人カードj を作成し実践を

行った.得られた結果を要約すると次のようになる.

①学部教育目標を記入の観点として書式を統一し，

新たに「手だて」や「特記・引継J を明示するこ

とにより新「個人カードJ は指導の一貫性を図る

ための有効な資料となった.

②個別教育相談等で得られた保護者のねがいをより

具体的に記しながら実践することで保護者との連

携を深めることができた.

③インフォームド・コンセントやアカウンタピリテイ

に対する適切な取り組みが可能となった.

④「個人カード」と「連絡簿」を完全に対応させた

ことにより，実態把握，目標設定，手だて，評価

がより分かりやすいものとなった.

ここでは「個人カードの手引きJによる円固人カー

ド」の作成等について述べた.しかし「個人カード」

の作成だけで個に応じた指導の充実が図られるもの

ではない.具体的指導場面ではより細かな手だてが

必要となってくる. r個人カード」が一人一人の児

童生徒にとってより有効な個別の指導計画であるた

めには，日々の実践の中で児童生徒の指導の目標や

手だてを明確にし，さらにその評価を正しく行う取

り組みを積み重ねていかなければならない.また，

「個人カードJr個人ファイルJの取り扱いに当たっ

ては，個人情報の保護のために細JL"の配慮が必要で

あることはいう。までもない.

新しい「個人カードjの取り組みはまだ始まった

ばかりである.この「個人カード」をより有効に活

用することをとおして，個に応じた指導のさらなる

充実をめざしていきたい.
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